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ＮＥＷＳ ＲＥＬＥＡＳＥ （2022 年 3 月 24 日）取材依頼 

「鹿児島の近現代」スタートアップシンポジウム 

 

◆鹿児島大学教育研究拠点整備事業 

鹿児島の地域的視点から日本の近代化のプロセスや現代社会の諸課題を研究し、 

その成果を教育や地域の発展に活用する取組み 

 

報道機関 各位 

 

平素より本学の報道に関しては大変お世話になっております。次の「『鹿児島の近現代』ス

タートアップシンポジウム」及び「『鹿児島の近現代』教育研究拠点整備事業」について取材方

お願いいたします。 

 

【趣旨等】 

法文学部では、令和 4 年度より文理融合型「『鹿児島の近現代』教育研究拠点」として「鹿児

島の近代教育研究センター」（仮称）を設置してさまざまな地域貢献事業を展開する計画を進め

ています。それに先駆け、事業について、専門家や大学関係者だけでなく、県民を中心とした一

般の皆様にもご意見をいただくために「『鹿児島の近現代』スタートアップシンポジウム」を開催い

たします。 
 

【日時】 

2022 年 3 月 26 日（土）13：00～17：30（12:30 開場） 

 

【場所】 

鹿児島大学法文学部 203 講義室（定員 100 名）/Zoom ウェビナー（定員 850 名） 

 

※新型コロナウイルス感染の状況により Zoomウェビナーによるオンライン配信のみに 

なる場合がございます。 

※対面での取材の際は、新型コロナウイルス感染症の感染防止策の実施をお願いいた 

します。 

 

【対象】 

一般  
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【内容】【出席者】 

〔プログラム〕 

 ◆開会挨拶 学長 佐野 輝  

 ◆趣旨説明 法文学部長 松田 忠大   

 ◆基調講演  

  タイトル：「鹿児島に『近現代』の教育研究拠点を整備する意義」  

      原口 泉 氏  

       志學館大学人間関係学部兼法学部教授  

       鹿児島大学名誉教授兼焼酎発酵学教育研究センター客員教授  

 ◆鹿児島大学法文学部・人文社会科学研究科における取組事例  

  「玉里文庫等の本学が所蔵する歴史的貴重資料とその活用」 （丹羽/法文・人文学科） 

  「明治期官僚データベースの構築と活用」 （米田/法文・法学コース） 

  「沖永良部島の SDGs達成に向けた地域連携総合調査・研究プロジェクト」 （澤田/法文・経済コース） 

 ◆パネルディスカッション  

  「『鹿児島の近現代』教育研究拠点に期待されること」  

パネリスト６名 

上記（松田法文学部長、原口志學館教授、法文学部教員の丹羽・米田・澤田先生） 

＋松尾尚古集成館館長   

※Zoomにて、薩摩藩英国留学生記念館館長/大阪市立大学同窓会事務局長が施設等紹介 

 ◆閉会挨拶 副学長 岩井 久 

 

 ※シンポジウム資料一部 （以下添付資料８枚） 

「「鹿児島の近現代」教育研究拠点整備事業スタートアップシンポジウム趣旨説明」 

（鹿児島大学法文学部長 松田 忠大） 

 

※オンライン配信（Zoomウェビナー）参加を希望される方は下記問い合わせまでご連絡ください。 

個別で対応いたします。 

 

【問い合わせ先】 

◎本件問い合わせ先 

 鹿児島大学法文学部事務部石踊(いしおどり) 〔 099-285-7513 〕 

 


